
台湾内政、日台関係をめぐる動向（2013 年1月上旬－ 2013 年3月上旬）

江宜樺内閣の成立と第四原発建設反対デモの実施

石原忠浩（台湾・政治大学国際関係センター助理研究員）
（元（財）交流協会台北事務所専門調査員）

旧正月前に陳沖行政院長の辞任、江宜樺副院長の院長昇格をはじめとする内閣改造が報じら
れ、春節明けの2月下旬に正式に新内閣が発足した。台湾で建設中の第四機目の原子力発電所

（略称「核四」）の建設にかかる問題で、江院長は今夏にも住民投票に付す意向を表明した。また
3月9日には、台湾各地で第四原発建設反対にかかる大規模なデモ行進と抗議集会が実施され
た。

1月 24 日に尖閣諸島の領有権を主張する活動家による「保釣活動」が行なわれ、日台双方の
公船が対峙する場面があった。2月下旬の安倍総理の訪米が台湾でも大きく報じられた。

1．江宜樺内閣の成立

昨年は総統選挙の年であり、1月の選挙で再選
を果たした馬総統は欧州の債務危機を始め厳しい
経済情勢に対応するため、春節前に内閣改造に着
手した。その陳沖内閣は、台湾社会の懸案問題と
なっている年金改革の方向性につき江宜樺副院長
らとともに1月 30 日に説明をしたが、その翌 31
日に陳行政院長の辞任（総統府資政に転任）、江副
院長の昇格、毛治国交通部長の副院長就任などの
人事が発表された。1

陳院長の辞任の理由は、段階的任務の完成と「健
康上の問題」であるとの説明がなされた。他の閣
僚人事は、昨年と同様に翌日から小出しに発表さ
れ、翌日2月1日に交通部長、行政院秘書長、彭
准南中央銀行総裁の続投が報道され2、3日には
経済建設委員会、経済部長などの経済閣僚の内定
人事が報道された。3その後、陳内閣は 7 日に総
辞職し、翌8日の朝刊には閣僚全員の卒業記念写
真が掲載された。しかし、陳院長は、「内閣はすで
に総辞職を提出したが、政務は一日たりとも停滞
することは許されない」として、春節休みが明け

る 18 日の新内閣成立まで職務を全うするよう呼
びかけた。4

内閣総辞職の7日、有線テレビのインタビュー
を受けた馬総統は、江次期院長について、「思慮深
く、応答もてきぱきとしている、周囲に対しても
誠実な正統派の人物である」と指摘するとともに

「彼の職歴は行政院の施政全般を見渡す職務（研
考会主任委員）を経験し、不動産取引の透明化（内
政部長）、年金改革の推進（副院長）など重要な仕
事を成し遂げるなど充分な能力を有していること
が証明されたので彼に組閣してもらうことにし
た」と江次期院長に信頼を寄せていることを強調
した。5また、米国留学博士、大学教員という馬総
統と類似の背景を有する人物ばかり抜擢している
という批判については、「私は彼（江次期院長）と
似ているところもあるが、似ていないところもあ
る。しかし、（自分が副総統に抜擢した）呉副総統
は私と似ているだろうか？」と一部の批判者の指
摘に対して反駁した。

江次期院長に関しては、筆者は本誌で以前から
馬総統の信頼が厚く、将来も嘱望されている人物
であると紹介してきた。表1の経歴に示したよう
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に江氏は 2008 年の馬政権成立とともに研究発展
考核委員会主任委員（閣僚に相当）として入閣後、
内政部長、行政院副院長を歴任したが、最近では
困難な年金改革の方向性のとりまとめを行い、馬
総統、陳院長の下で重要な任務を全うしたとみな
された。6米国留学博士、大学教授という馬総統
と似た経歴から「小馬英九」と形容されることも
あり、昨年国民党に入党したことから、馬総統は、
同人を次期台北市長か新北市長の候補に推そうと
しているとの憶測も囁かれたが、今般行政院長の
就任により、北部の直轄市長候補だけでなく、「呉
敦義現副総統モデル」により、次期副総統候補と
して 2016 年の総統選挙に臨む可能性も指摘がさ
れた。7江氏は大学教授の身から4年数ヶ月の間
に直通エレベーターで出世街道を最上階まで登り
つめた結果、53 歳という台湾憲政史上過去半世紀
において最も若い行政院長が誕生することとなっ
た8

副院長に就任する毛治国氏は、交通部での勤務
が長く、国民党政権発足後閣僚の中で唯一異動の
なかった人物であったこともあり、馬総統の信頼

が厚いとみなされてきたものの、今般の改造で副
院長へ昇格したのは少々意外なものとして報じら
れた。9しかしながら、同人は米国留学時代から
馬総統と知己の関係であり、馬総統が台北市長時
代に政務官として同人の起用を考慮したことも
あったとされるなど、能力は広く認められ、馬政
権下の劉兆玄内閣で劉氏に仕事ぶりを認められた
とされている。また今回の「江毛正副院長コンビ」
の発足は、社会福祉問題への取り組みと、観光産
業の振興に傾注するとの分析がなされた。

9日から 17 日の春節休みが明けた、18 日に江
宜樺内閣が正式に成立した。今回の改組は表2に
記したように院長、副院長、交通部長等一部の人
事異動に収まった。

馬総統は新内閣のメンバーに対し、「最も重要
なことは経済振興であり、今年中に自由経済模範
区の推進や年金制度改革の立法化などに取り組む
必要がある」と檄を飛ばした。また江院長は、「創
新」、「変革」の内閣が必要として、閣僚に対し「任
期の長さを問われるのではなく、任期中にどれだ
け意義ある仕事を成し遂げたかを尋ねられるよう
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表1 新行政院長、副院長の経歴

学 歴 経歴
江宜樺行政院長 台湾大学政治学学士、修士

イエール大学政治学博士
中央研究院
台湾大学教授
研究発展考核委員会主任委員
内政部長
行政院副院長

毛治国副院長 成功大学土木工学学士、
アジア工科大学院修士、
マサチューセッツ工科大学博士

交通部観光局長
交通部次長
中華電信理事長
交通大学教授
交通部長



になるべき」と仕事への取り組み姿勢を強調し
た。10かかる雰囲気に触発されてか、管中閔経済
建設委員会主任委員は、就任直後に 2013 年の経
済成長率と失業率を4％前後に落ち着かせたいと
の希望を強調した。2012 年の経済成長率が
1.25％、失業率が 4.24％という数字を踏まえる
と、昨年第四期から回復した景気を持続、加速さ
せることで4％という数字に近づく意欲を語った
が、昨年末に経済建設委員会自身が打ち立てた目
標である経済成長率 3.8％、失業率 4.1％と比べ
てもかなり高いハードルであり、新内閣の野心が
伺えると『聯合報』は論じ、期待感を示した。11

TVBS の世論調査センターは、内閣改組後の2
月5日に、馬総統に対する満足度調査を行った。
馬総統への満足度は 14％と先月と比べて変化は
なかったが、不満足度は 64％と3％下降した。江
院長に関しては、「江氏が行政院長に就くのは適
任だと思うか否か」という設問に対し、「意見なし」
という様子見の回答が 57％であったのに対し、

「適任だと思う」が 19％、「不適任だと思う」が 23％
と「低空発進」の結果となった。12しかし、2月下
旬に内閣が正式に発足し、江院長が第四原発の建
設の継続の可否につき住民投票に付すことを表明

した直後の調査では、「適任だと思う」が 12 ポイ
ントも上昇し、「不適任だと思う」を 10 ポイント
以上も上回る上々の滑り出しとなった。13

2．民進党による大規模抗議活動の実施

民進党は、「無能な政府」と支持率の低迷する馬
総統の施政に対する不満の声をあげるために、12
月末から年初にかけて各地で抗議活動を行い、1
月 13 日には台北市内で大規模な抗議デモと集会
を行うと発表した。14林俊憲報道官は今回の一連
の活動の主軸は「我々は怒っている！生活をしな
ければならない！民主が必要である！改革が必要
である！」であり、12 月中旬から約1ヶ月の間に
台湾各地 10 箇所で抗議集会を実施して気勢をあ
げると説明した。その後、年末年始にかけて、桃
園、台中、宜蘭、雲林などで抗議集会を行った。

1月 13 日、民進党は台北市で「人民は怒ってい
る、馬総統に抗議する」をスローガンとした抗議
活動を実施し、デモ活動に参加した民衆は大声で

「馬総統を罷免しよう」などとシュプレヒコール
をあげた。民進党によれば、今抗議活動への参加
者は 20 万人を超える規模になったとの説明がさ
れた。15（台北市警察局の推計では約 93000 人と
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表2 行政院の主な人事異動

役 職 新任者と前職 前任者
行政院院長 江宜樺（行政院副院長） 陳冲
行政院副院長 毛治国（交通部長） 江宜樺
行政院秘書長 陳威仁（臺北市副市長） 陳士魁
經濟部長 張家祝（中華航空理事長） 施顔祥
交通部長 葉匡時（交通部次長） 毛治国

資料元：行政院「内閣閣員」http://www.ey.gov.tw/cp.aspx?n=3EA60BA0B2A3AF8B

表3 江院長が適任度に関する世論調査

調査日 適任 不適任 意見なし
2月5日 19％ 31％ 57％

2月 25 － 26 日 31％（＋ 12％） 20％（－ 11％） 49％
資料元：TVBS 世論調査中心「核四公投爭議」（2013 年2月 26 日）
http://www1.tvbs.com.tw/FILE_DB/PCH/201302/ff6iwp752m.pdf TVBS「」



発表。）同日夜に開催した抗議集会で蘇主席は、「無
能な馬英九政府を交代させ、政策を換え、内閣を
換え、立法委員を換え、総統を換えるために立ち
上がろうと」支持者に訴えた。16抗議集会を視察
した筆者は、台湾団結聯盟の服を着た関係者が馬
総統の罷免にかかる署名活動をしているのを目撃
したが、蘇主席は馬総統の罷免だけでなく、馬政
府の政策に同調する改革に反対する立法委員の罷
免の署名活動も推進する意向を示した。17中華民
国憲法によると、総統の罷免案にかかる立法院で
の提案は就任1年後以降に可能となるので、民進
党は5月 20 日以降に立法院で総統罷免案の提出
を準備する意向であると報じた。18

一方批判を浴びた政府は、13 日夜 10 時半に、
総統府、行政院、国民党が同時に声明を発表し、

「今般の民進党のデモ活動は、台湾内部の消耗で
あり、いたずらに住民の間に不要な対立と憎しみ
を煽るもの」と指摘したほか、「民進党は政権を執
ることだけを考えており、今般の活動も政治的な
目的が明らかである」と批判した。19

デモが実施された1月中旬は、景気回復の兆し
が見え始めた時期であり、従来の緑軍支持を超え
る台湾住民が積極的にデモ活動に参加したように
思えなかったのは筆者だけではあるまい。

3．第四原発建設反対デモと住民投票問題

（1）江院長による第四原発建設問題を住民投票
に付す表明とその余波

新内閣の任務は、過去の内閣と大同小異で経済
振興が第一に置かれるが、原発政策が大きな課題
として浮上した。2月 23 日に行政院政務首長検
討会に出席した馬総統は祝辞で世論の関心の高
い、現在建設中の台湾で四機目の原子力発電所「核
四」の建設につき、「右は 1992 年に建設工事が復
活してから、20 年あまりになる。右問題は年金改
革と同じように、難しい問題であり、いかなる決
定をしても賞賛されることはないが、国家の将来

のためには建設か廃止かを必ず決定する必要があ
る」として、他の公共政策とともに政策執行時に
は「様々な意見に謙虚に耳を傾け、詳細な研究を
行い、幅広く意思疎通を行い、慎重に決定する」
姿勢が重要だとの認識を示し、政府関係者に充分
な検討を求めた。20馬総統の発言に対し、江行政
院長は、「政府の原発政策は一貫している」として

「安全が確保されなければ、第四原発の建設もな
い」とし、第四原発の安全性が確保されない場合
は、稼動はしないとの従来の立場を強調するとと
もに、原発の所管部門である経済部に対して第四
原発の検査と監督を責任をもってやらせ、各方面
の専門家の意見を聞き入れるよう指導したと説明
した。21翌 24 日には張家祝経済部長が就任後初
めて第四原発の建設現場を視察したほか、反原発
団体の関係者からも意見聴取をする予定であるな
ど、「反対意見も含めて幅広く意思疎通を求めて
いる」姿勢が報じられた。22

さらに 26 日には、馬総統、江院長ら総統府、行
政院首脳は第四原発の建設に関し検討し、江院長
が右問題を住民投票に付すことに決定した旨表明
した。23民進党は党是として「非核国家の建設」
を抱えているところ、長年反原発運動には関与、
支持し、昨年の総統選挙においても蔡英文候補（当
時）は政策文書で 2025 年の非核化などを強調し
ている。24

政府による住民投票推進の動きに対して民進党
は、「台湾住民は原子力災害におびえて生活する
ことを明確に拒否している」として「住民投票に
付すのであれば、先に関連予算の凍結と工事を停
止し、住民投票の成立条件を民意を反映した形に
引き下げるべく住民投票法の修正にかかわるべき
である」との声明を出した。25一方で馬総統はじ
め政府首脳は、住民投票に付すことを表明したが、
政府の立場としては、引き続き建設することを目
指すことを確認した。26

3月1日、江院長は立法院で初めて委員の質疑
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応答に応えたが、その際に「住民投票の結果、第
四原発の建設が否決されれば、右政策を推進して
きた政府の代表として職務を辞任する」との決意
を表明する震撼弾となったと各紙は報じた。27右
に対して民進党は林報道官が、江院長は「自分の
職務を以って国民を（第四原発の住民投票に賛成
するよう）恫喝するのか」と反駁するとともに右
問題への理性的な議論をするよう呼びかけた。28

表4は第四原発の建設にかかる事件簿を記し
た。チェルノブイリ、福島の原発事故が台湾社会
に与えた影響は大きく、民進党時代には強引に建
設を停止し、内政上の混乱を引き起こすなど政治
化している問題でもある。

世論はかかる動きに如何に反応でしたであろう
か。TVBS 世論調査センターは、2月 25 日から
26 日にかけて第四原発問題の建設にかかる調査

を行った。29表5はその結果であるが、「建設停止
を支持」が過半数を超える 58％で「建設継続を支
持」の 27％を大きく上回った。「意見なし」は 16％
であった。一方、地域別では第四原発の建設地で
ある北部地域住民の建設反対が6割に達したほ
か、政党支持別でも民進党支持者は建設反対が
76％と国民党支持者の 32％をはるかに上回る結
果になった。

（2）第四原発建設反対デモの実施と政府の反応
反原発団体の発起による「309 全台廃核大遊行」

（3月9日全台湾原発廃止を主張する大行進活動）
が3月 10 日午後、台北、台中、高雄、台東など台
湾各地で開催され、デモ参加者はそれぞれ、五大
主張の「第四原発関連予算の追加を停止、第四原
発建設の即時停止と第一、二、三原発の前倒し廃
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表4 第四原発にかかる事件簿

年 執政党 事 件
1980 国民党 台湾電力、第四原発建設案を提出、行政院は新北市貢寮区に建設を同意
1986 国民党 チェルノブイリの原発事故、立法院は第四原発予算を凍結
1992 国民党 郝柏村行政院長、第四原発関連の予算凍結を解除
1994 国民党 貢寮区で初の住民投票を実施、96％の有権者が反対票投じる

1996 国民党 立法院で第四原発建設計画廃止案が通過、行政院が覆議を提出、立法院の覆議
案が通過

1999 国民党 原子力エネルギー委員会が第四原発の建築許可証を発行、建設が正式に復活
2000 民進党 張俊雄行政院長、第四原発の予算を執行しないと宣言
2001 民進党 大法官、第四原発建設停止は憲法違反の裁定、建設再開
2011 国民党 東日本大震災による福島原発事故発生、第四原発論争が再燃
2013 国民党 馬総統、第四原発の建設は完成させるが、稼動の可否は再評価することを確認
2013 国民党 江行政院長、第四原発建設の可否につき住民投票に付すことを表明

資料元：「核四停・建大事記」『聯合報』（2013 年3月4日）頁5。

表5 第四原発建設に対する態度

全体 台北新北基隆 民進党支持 国民党支持
建設継続 27％ 27％ 17％ 51％
建設停止 58％ 60％ 76％ 32％
意見なし 16％ 13％ 7％ 17％

資料元：TVBS 世論調査中心「核四公投爭議」（2013 年2月 26 日）
http://www1.tvbs.com.tw/FILE_DB/PCH/201302/ff6iwp752m.pdf



炉30、蘭嶼島からの核廃棄物貯蔵施設の移転、政
府の電力利用ゼロ成長政策の貫徹」を訴えた。抗
議デモ主催機関の「緑色公民行動聯盟」によると
台湾全島でデモ活動に参加した民衆は 20 万人を
超え、反原発デモとしては史上最高人数となった
と指摘した。31筆者が見物した台北のデモ行進及
び集会場には、親子連れや学生が多く、台湾で頻
繁に行なわれる抗議デモ、抗議集会と比べると政
治的匂いが少なく32、様々な工夫を凝らした
ファッションで写真撮影に興じる姿が散見される
などお祭り的な雰囲気も漂っていた。

午後4時には、主催者側から、福島原発の事故
を例に、もし建設中の第四原発（新北市貢寮区）
をはじめ、第一原発（新北市石門区）、第二原発（新
北市萬里区）で事故が発生したら、それぞれの場
所から 40 キロ以内に位置する台北市中心部は被
災地となるという事情を踏まえ、「原子力災害に
警戒、特別区33を封鎖、第四原発建設を廃止し、台
湾の原発をゼロに！」というスローガンを叫ぶ一
幕があった。

同デモ行進には、事前には林志玲ら著名芸能人
らがフェイスブックや微簿などの媒体で同活動へ
の支持を訴えたほか、当日のデモ行進にも文芸界、
芸能界などから多くの関係者が参加して現政府の
原発政策を批判した。34民進党は蘇主席をはじ
め、呂元副総統、蔡前主席、謝元行政院長ら大老
も参加した。蘇主席は「今回のデモ行進は党派や
年齢にかかわりなく自発的な行動であり、江院長
に誠意があれば、第四原発建設の停止を主動的に
停止すべきである」と強調した。35

今デモ活動に対して、総統府は李佳霏報道官が、
馬総統を代弁する形で以下のように述べた。36

「馬総統は政府の原子力エネルギー政策は『電力
不足にならず、合理的な電気価格、温室効果ガス
削減を達成する』という前提で、『原発の安全性を
確保し、穏健に原発への依存度を減じ、エコエネ
ルギーの環境を作りだし、徐々に非核社会へと向

かう』であるが、非核社会の終極的目標に一気に
たどり着くのは現在の状況では困難であり、政府
は漸進的な方法で目標に向かうという立場であ
る」。また本日の抗議活動に関しては、「台湾社会
の成熟した市民のパワーを体現した」として尊重
の意を表明するとともに、右問題に関し、「政府は
引き続き民間の声に耳を傾け意思疎通を図るとと
もに、住民投票を通じて台湾住民に（第四原発の
建設の可否に関する）決定をさせることで、20 年
にわたる第四原発の論争問題を有効的に解決した
い」との指摘がされた。

また 10 日に国民党関連の会合に出席した馬主
席は、第四原発建設の住民投票に関して、「現在の
住民投票をめぐる状況は、徐々に原発依存度を減
じるか即座に原発を廃止するかという二つの考え
方である。原子力エネルギーは、現在のところ最
も廉価でクリーンなエネルギーであり、政府は原
発の安全を確保するだけではなく、安全性が確保
できないのであれば、第四原発が完成しても稼動
はさせない、同時に最も正しいデータを列挙し、
充分な情報を提供することで、台湾住民に最後の
決定をしてもらいたい」との見方を示すところが
あった。37

今回のデモ活動は、原発を請け負う台湾電力公
司による重なる工事の設計変更、ずさんな安全管
理、不祥事などが明るみに出るたびに、度々台湾
世論の批判を浴びてきたことに加え、2011 年の福
島原発事故の発生が台湾社会の原発に対する疑念
を高めているという事情が大きく反映された。ま
た昨年以来の不景気で雇用の不安定、賃金上昇の
停滞といった労働者の不満が蔓延する中で、業績
が悪くても、親方日の丸のごとく雇用が安定し、
定期昇給する台湾電力の待遇の良さが世論の厳し
い指弾に遭い「台湾電力叩き」の風潮が強まって
いたことも無関係ではないような感がある。いず
れにしろ、政府は近日中に立法院で与党国民党に
住民投票にかかる草案を提出させ、早い時期での
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住民投票に付す準備を進める予定である。第四原
発の建設をはじめとする原発問題は、今年の台湾
政治の主要イシューに躍り出た感がある。

4．台中市立法委員補選は国民党が勝利

（1）現職立法委員の失職と与野党補選候補の擁
立

昨年 11 月 28 日、顔清標立法委員は台中県議長
時代にスナックの飲み代を公費で費消していた案
件につき、最高裁は3年6ヶ月の有罪判決、公民
権剥奪3年の判決を言い渡し、即日失職し、収監
されると報じられた。38顔委員は戒厳令時代に、
当時の政府による超法規的な暴力団摘発の対象に
なり、政治犯が収容されていた緑島へ移送された
経歴を持つ。その後、台中県議、同県議長を務め
るなど地方派閥を代表する「土着性」の強いタイ
プの政治家として、長らく実質上無所属で活動し
てきた。2001 年 12 月の選挙以降4回連続で立法
委員に当選し、その間 2008 年6月には違法銃器
所持等の罪で3年9ヶ月の判決を受けたものの立
法委員の身分のまま同8月から収監されたが、翌
年5月には仮釈放され、2012 年1月の選挙でも再
選を果たしていた。

有罪判決の出た翌 29 日には、同人らは家族会
議の結果、顔委員の息子の顔寛恒が父に代わって
出馬する「代父出征」になると報じられた。39そ
の後、国民党は 12 月 19 日の中央常務委員会で、
党内で他に立候補者がおらず党員資格を有する顔
寛恒を正式に党公認候補に選出した。40

一方、迎え撃つ民進党は党内で有力候補3人に

よる支持率調査を行った結果、現台中市議の陳世
凱の支持率が高かったとして候補に選出した。蘇
主席は、「台中第二選挙区は民進党にとって厳し
い選挙区であり、勝利は容易ではないが、陳候補
は若く、前回の市議選挙において最高得票数で当
選しており、期待する」と述べるところがあっ
た。41同補選には、もう一名、「全民的党」からの
参選者があった。

（2）補選の結果
40 日に及ぶ選挙戦で顔陣営は、父親の 20 年に

わたる地方経営の実績を訴える一方で、馬総統の
施政に対する不満の高まりを考慮して、馬主席は
現地を遊説、応援することなく、国民党候補であ
ることを前面に出すのを隠すように戦う姿勢が顕
著であった。一方、負けてもともとの民進党は、
顔候補に対して「親父の権勢頼りの人物」との批
判に加え馬総統と現政権批判を主軸にして、「今
補選は馬総統罷免への第一戦」などと、政党対決
色を強め、蘇主席のほか、蔡英文前主席、謝長廷
元行政院長ら大老まで全党態勢で支援した。

1月 26 日に投開票された選挙は、実質上の国
民、民進両党対決となり、顔候補が得票数 1138 票
差、得票率でも 0.86％という小差で陳候補を下
し、翌朝刊主要三紙はいずれも「顔が際どい勝利」
と報じた。42投票率は 48％、泡沫候補の全民的党
候補は 1283 票（得票率 0.96％）にとどまった。43

（表6）
選挙結果につき国民党は曾永権副主席兼秘書長

が、台中市の有権者に対して国民党候補への支持
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表6 台中市第二選挙区における 2013 年立法委員補選と 2012 年立法委員選挙の比較

2013 年 1 月立法委員補選 2012 年 1 月立法委員選挙
顔寛恒（国民党） 陳世凱（民進党） 顔清標（無所属） 李順涼（民進党）
66457（49.95） 65319（49.09） 得票数（％） 118585（59.79） 79730（40.20）

1138 0.86％ 表、得票率差 38855 19.59%
資料元：中央選挙委員会ホームページ「第 8 屆立法委員臺中市第 2 選舉區缺額補選選舉結果」（2013 年 1 月 26 日）http://web.cec.gov.

tw/files/15-1000-20481,c4133-1.php



に感謝するとともに、今選挙結果に満足すること
なく、引き続き地方の経営を強化し、基層に深く
根をおろし、現実的な態度を以って更に多くの支
持を獲得していきたいと述べた。44「栄誉ある敗
戦」に終わった民進党は、蘇主席が「今回の選挙
において有権者は国民党と地法派閥勢力に包囲さ
れる中で、勇敢にも立場を堅持し、民進党候補を
支持してくれたが、当選することが出来ず遺憾で
ある」と反省の弁を述べた後、「今選挙区では藍軍
と緑軍の基礎票には 20％近い差があったが、今回
は千百数票差の惜敗となったが、この結果は現在
の民意を代表している」と指摘し、「引き続き改革
の列車は前進を続ける」と支持者を鼓舞した。45

今回の補選の観察として『聯合報』は「今選挙
結果が政局に与える影響は限定的である」としな
がら、「国民党主席である馬総統があたかも『人間
蒸発』したかのように表に出てこなかったのは、
民進党の有力者がほぼ勢ぞろいしたのと比べると
際立っていた」と指摘し、一方で顔父子は今選挙
を「悲劇の親子が民進党に対抗する」という構図
に引き込み、有権者の同情を買い辛勝できたと論
じた。46『自由時報』は国民党が大きく得票率を
落とした主因は馬総統の執政の失敗にあるとして
選挙区の有権者の投票行動が変化したものではな
いと分析した。47匿名の国民党立法委員は、今補
選の苦戦は馬政権のパフォーマンスに対する不満
が有権者の士気に影響したと分析し、2014 年の地
方選挙（台中市長選挙等直轄市長選挙含む）は苦
戦必至であると警鐘を鳴らした。48台中市選出の
民進党籍立法委員の林佳龍氏は民進党が将来的に
国民党に勝つ希望が見えたとして、基層組織と地
方経営の強化が必要と述べた。49

今回の補選は、民進党が馬総統の罷免活動に向
けて動き出すなど対決姿勢を旗幟鮮明にした後、
初の選挙であったこともあり、民進党主席、行政
院長経験者などが連日応援にかけつけるなど民進
党陣営は相当力をいれたことから、マスコミは「総

統選挙並みの動員をかけた選挙」との説明もなさ
れた。一方で国民党は、前述のように馬主席は後
ろに退き、曾永権秘書長が陣頭指揮をとった。顔
清標は、その経歴からも国民党ではなく、実質上
無所属で活動し、著名寺廟の後援会などを中心と
した組織戦で選挙は負けなしの強さを誇ってきた
が、今選挙では、馬主席や現政権とは距離をおき
ながらも知名度に劣る実息が勝利したことは、父
親が長年にわたって経営してきた資産が引き継が
れたことが証明された。また通常、台湾での補選
の投票率は4割前後だったのが、今選挙では約
49％に跳ね上がったように、有権者の関心の高さ
とと両陣営の力の梃入れの強さが示された選挙で
あった。

5．馬総統の開国記念日談話

馬総統は1月1日午前、総統府で中華民国 102
年開国記念式典と元旦の挨拶を行い、祝辞を述べ
た。50祝辞では、先に「昨年の経済情勢は厳しい
ものであったが、今年の経済は昨年より良くなる」
と強調するとともに、「時機をつかみ改革を加速
させ、行動を奮い起こし四つの挑戦、『グローバル
な産業競争の激化』、『自由貿易化が進行する趨
勢』、『人材育成と産業が必要とする人材のアンバ
ランス』、『少子高齢化』に立ち向かい、克服して
いくべきである」として、施政方針を強調すると
ころがあった。

日台関係に関しては、尖閣諸島にかかる問題で、
台湾側は「東シナ海平和イニシアチブ」を提起し、

「主権にかかる論争を棚上げし、協力して資源開
発を行なう」との原則で東シナ海を平和と協力の
海にすることを主張するなどの従来の立場を繰り
返すとともに、現在進行中の漁業交渉は非常に重
要な起点となると強調するところがあった。
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6．中華保釣協会メンバーによる尖閣諸島海域
の抗議活動

尖閣諸島の領有を強く主張する中華保釣協会メ
ンバーは、1月 24 日未明に新北市の深澳漁港を
出航し、尖閣諸島へ向かった。同協会メンバーを
乗せた「全家福号」は、漁業の守護神として台湾
及び中国東南部の福建、広東の沿岸部で信仰を集
めている「媽祖」の神像を尖閣諸島に設置するこ
とが目的であると説明した。同船は 24 日の午前
には尖閣諸島から西南 17 キロのところまで接近
したが、海上保安庁船籍8艘に包囲され、放水に
より行く手を遮られ、撤退を余儀なくされ同日夜
10 時に深澳漁港に帰航したと報じられた。同活
動について台湾メディアは、漁民保護を執行する
ために海巡署の艦船が5時間にわたって日本の艦
船と追跡合戦を演じたと報じた。51またその際、
中国の海監船が三隻出現したことで王崇儀・海巡
署副署長は、中台が保釣活動を協力しているとの
疑念を引き起こさないためにも、放送と LED の
電光掲示板を利用した方法で厳かに「魚釣島は中
華民国の領土である！ここは中華民国の釣魚台海
域であるから、すぐにこの場を離れなさいと警告
した」と説明するところがあった。52台湾側の説
明によると尖閣諸島海域で台湾、日本、中国の公
務船が同時に出現したのは初めてのことである。

また同活動に参加した活動メンバーは、「海上
保安庁の放水攻撃でエンジンを含め設備を破壊さ
れたため、今回の活動は途中で断念を余儀なくさ
れたが、3月以降天候が回復した後に、再度保釣
活動を起こしたい」と春以降の活動を示唆し
た。53

今件が今後の日台漁業交渉に対する影響に関し
て、蘇啓誠アジア太平洋副司長は日本側は「（交渉
に）影響する」と暗示し、第二回予備会談は恐ら
く延期されるだろうとの見通しを述べるととも
に、「我が方は日本側が理性的、平和的な態度で事

態を処理し、漁業交渉の進展に影響させずに当初
の計画通り、1月末か2月中旬に予備交渉を行い
たい」と述べた。54また海巡署が同日開催した記
者会見には、台湾、日本、中国はじめ 18 社のメディ
アが集まり、アルジャジーラの記者から「中国と
日本の関係は最近緊張しているが、なぜ台湾はこ
の時分に介入したのか？」との質問が出た際に、
海巡署関係者は「同海域はもともと我が国の領土
であり、『介入』という問題は一切ない」と説明す
る場面があったと『自由時報』紙は報じた。55

また『中国時報』は、海巡署の船舶が尖閣海域
で中国公務船に対して台湾側が同海域の主権を主
張したことに対し、中国のネット世論が騒然と
なったが、中国政府はローキーな対応をして両岸
の間に対峙する雰囲気をかもし出すのを避けよう
としたと論じるところがあった。56

7．蘇貞昌民進党主席の訪日

蘇貞昌民進党主席率いる民進党代表団が2月3
日から7日まで訪日した。訪日に先立ち、劉世忠
同党国際事務部主任は、「今回の訪日は、日本の各
政党との友好関係の継続と強化であり、自民党政
権の復活後、安倍総理の民主、平和重視の呼びか
けに応えるものであり、右を今訪問の主題とし、
政策面での交流強化を目的としている」と指摘し
た。57また「内閣制を採用する日本との交流にお
いて国会議員との友好関係は、二国関係の増進に
有益なものであり、民進党代表団の今回の訪日は
蘇主席をはじめ立法委員、シンクタンク関係者を
率い政党外交、国会外交、シンクタンク外交の実
施である」と説明した。

2月3日、訪日に際し蘇主席は、「今回は党主席
就任後初の海外訪問であるところ、我々と長期に
わたり友好関係を保ち、なお台湾にとって非常に
重要な隣国である日本を訪問することを優先的に
選んだ」と訪日への意気込みを語った。58

2月3日の華僑関係者との会食で蘇主席は民進
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党への支持に対する感謝を述べるとともに、「今
後も引き続き民進党を支持していただき、2014 年
の直轄市長選挙を含む地方選挙で勝利し、2016 年
の国会及び総統選挙の勝利の基礎としたい」との
意気込みを語った。59

4日、随行記者との懇談で今回の訪日の目標と
して「周辺国家の民主同盟を強化するとして、東
北アジア地域の安全と繁栄をともに維持するため
に民主、自由、人権を尊重する価値を有する米国、
日本、韓国との関係を強化したい」と語った。60

右発言はかかる価値観を有していない中国を意識
したものであることが容易に想起された。更に同
日、日華議員懇談会メンバーと会見し、蘇主席は、

「日華懇が日台関係において重要な役割を果たし、
断交後の両国関係の緊密な往来を保つことに努力
してきた」とその功績を称えた。61

5日朝、蘇主席らは安倍総理の実弟の岸信夫議
員ら自民党の若手議員7名と朝食会を開催し、劉
国際事務部主任は、右会合に関し「双方が次世代
の議員間の交流を強化することにつき意見交換が
なされた」と説明した。62また6日、自民党のシ
ンクタンクである「近未来政治研究会」の最高顧
問である山崎拓元副総裁らと会談した際に尖閣問
題に触れ、「日台間で尖閣（釣魚台）問題について
はそれぞれ異なる主張があるが、地域の平和と安
定を維持することに関しては、共通認識があり、
双方は平和的な対話を通じて論争を和らげること
が、両国の良好な関係につながる」と指摘し、「両
国にとっての喫緊の課題である漁業問題に関し、
双方のシンクタンクで議論を行い、今問題につい
て促進させることが両国関係の発展に利益があ
る」と指摘するとともに、他国に付け入る隙を与
えるべきではない」と述べるところがあった。63

蘇主席は同日、渡辺喜美みんなの党代表らとも会
見し、中国の軍拡問題について意見交換した旨報
じられた。64

訪日最終日の7日は、民間の発電所である江戸

川第一発電所を視察し、環境問題に関し NGO 関
係者と意見交換を行った。蘇主席は、江戸川住民
が自発的に発電所を建設し環境保護運動に関与し
た姿勢を肯定するとともに、台湾住民に対し第四
原発建設反対の連署に積極的に参加するよう呼び
かけた。65また蘇主席はメディアからの今回の訪
日の成果につき質問を受け、「今回の訪日は成功
であり、予定通りの日程をこなし、期待通りの成
果をあげることができた。今回の訪日は、政党外
交、国会外交及びシンクタンク外交であり、我々
は自民党、民主党、公明党、みんなの党のリーダー
と会見、交流し、60 名以上の衆参国会議員らをは
じめ多くの建設的な意見交換を行うことができ
た」と成果を強調した。

現段階では次期総統候補ではない台湾野党主席
という身分では、日本での取り扱いも限られたも
のであったが、2016 年の国政選挙で政権奪回を目
指す民進党にとって、蘇主席は蔡前主席ともに「唯
二」の有力候補であり、その動向は注目しておく
べき人物である。

8．安倍総理の訪米と台湾世論の反応

2月下旬の安倍首相の訪米は、日米両国と緊密
な関係を有する台湾でも大きな関心を以って報じ
られたが、関心事項や国際関係における台湾の向
かうべき姿の違いから、異なる角度から報じられ
た。日本のマスコミは、共同声明で触れられた
TPP 問題に関しての報道がトップ扱いであった
が、台湾では右問題は2－3番目に紹介されたに
すぎなかった。66以下、各紙の報道振りを簡潔に
紹介する。
『聯合報』は、1面トップで日米首脳会談後の記

者会見ではなく、安倍首相が米シンクタンクの戦
略国際研究センター（CSIS：Center for Strategic
and International Studies）で行った講演の中で

「日本は今も、これからも、二級国家にはなりませ
ん。」、「十分に強い日本を取り戻す」との発言を引
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用し、詳しく報じた。67また同紙3面では、台湾
の関心の持つ尖閣諸島の主権問題に関し、安倍首
相が従来の立場を強調したほか、68右に対する中
国側の反応として『新華社』が右講演内容につき

「日本はどこに戻るのか？軍国主義にでも戻るの
か？」と暗示したことを報じた。69

『中国時報』は、1面トップで「安倍は共同記者
会見で尖閣諸島問題につき多くを語ったが、オバ
マは尖閣問題、日米安保問題につき触れなかった」
として、日米首脳の今会談における重点にずれが
あった点を揶揄したほか70、3面では CSIS の演

説における「私も日本も戻ってきました」という
部分を写真入りで報じた。71

民進党寄り論調の『自由時報』は、三紙の中で
唯一1面ではなく2面で日米両首脳が笑顔で握手
する写真で日米関係の緊密さを訴えるとともに、
安倍総理の「習近平総書記との会談を望む」とい
う発言を報じるなど対照的な報道振りとなっ
た。72

これらの違いは各紙の普段の「対中国融和度」、
「尖閣諸島問題に対する厳しさ」の違い、読者層の
違いをも反映したものであり、興味深く感じた。

1 「陳沖下台 江宜樺接閣揆」『自由時報』（2013 年2月1日）頁1、「江宜樺、毛治國 正副閣揆」『聯合報』（2013 年2月1日）頁1、
「江宜樺接閣揆、毛治國副院長」『中国時報』（2013 年2月1日）頁1。

2 「彭准南續任央行總裁 陳威仁政院祕書長」『自由時報』（2013 年2月2日）頁1、「陳威仁政院接政院祕書長」『中国時報』（2013
年2月2日）頁1。

3 「張家祝掌經濟部 管中閔接經建會」『中国時報』（2013 年2月4日）頁1、「經長張家祝 經建會管中閔」『聯合報』（2013 年2月4
日）頁1。

4 「內閣總辭 陳揆：政務不停頓」『自由時報』（2013 年2月8日）頁2。
5 「馬：江宜樺有像我 也有些不像」『中国時報』（2013 年2月8日）頁2。
6 「江宜樺 為年金改革火力全開」『聯合報』（2013 年2月1日）頁3
7 「內定閣揆小馬英九江宜樺 躋身接班梯隊」『聯合報』（2013 年2月1日）頁3
8 「書生從政 江宜樺 50 年來最年輕閣揆」『中国時報』（2013 年2月1日）頁2。
9 「毛治國 跌破不少人眼鏡」『聯合報』（2013 年2月1日）頁3。
10 「江揆上任：重大議題設溝通平台」『自由時報』（2013 年2月 19 日）頁3。
11 「管中閔喊『黃金交叉』」『聯合報』（2013 年2月 19 日）頁1。
12 TVBS 世論調査中心「內閣改組後馬總統滿意度民調」（2013 年2月5日）http://www1.tvbs.com.tw/FILE_DB/PCH/201302/

pl86bjrha9.pdf
13 TVBS 世論調査中心「核四公投爭議」（2013 年2月 26 日）http://www1.tvbs.com.tw/FILE_DB/PCH/201302/ff6iwp752m.pdf
14 民主進歩党ホームページ「公佈『火大-作伙行』視覺及『火大列車』首波群眾大會場次」（2012 年 12 月 13 日）http://www.dpp.

org.tw/news_content.php?&sn=6393
15 「20 萬人火大上街 高喊罷免馬總統」『自由時報』（2013 年1月 14 日）頁1。
16 民主進歩党ホームページ「蘇貞昌主席火大遊行晚會『人民火大，齊燃改革大火』演説」（2013 年1月 13 日）http://www.dpp.org.

tw/news_content.php?&sn=6437
17 「火大怒潮蘇促罷免總統立委」『中国時報』（2013 年1月 14 日）頁4。
18 「滿意度 13 趴蘇：馬總統下台吧」『自由時報』（2013 年1月 14 日）頁3。
19 「府院黨批念茲在茲只有政權」『中国時報』（2013 年1月 14 日）頁4。
20 総統府ホームページ「總統出席「102 年行政院政務首長研討會」（2013 年2月 23 日）http://www.president.gov.tw/Default.aspx?

tabid=131&itemid=29271&rmid=514。
21 「核四停建與否 馬提 20 字箴言」『中国時報』（2013 年2月 24 日）頁2。
22 「張家祝向核安悍將林宗堯取經」『聯合報』（2013 年2月 25 日）頁1。
23 「府院拍板核四訴諸公投」『聯合報』（2013 年2月 26 日）頁1。
24 民主進歩党ホームページ「十年政綱 七、能燃」http://10.iing.tw/2011/08/blog-post_16.html
25 民主進歩党ホームページ「民主進步黨對江揆關於核四講話的回應」（2013 年2月 25 日）http://www.dpp.org.tw/news_content.

php?&sn=6494

交流 2013.3 No.864

― 54 ―



26 「馬重申：興建核四立場不鬆動」『自由時報』（2013 年2月 27 日）頁3。
27 「公投結果 若決定停建核四 江宜樺：我辭職負責」『聯合報』（2013 年3月2日）頁1。
28 「綠：江不該用官位恐嚇人民」『聯合報』（2013 年3月2日）頁3。
29 TVBS 世論調査中心「核四公投爭議」（2013 年2月 26 日）http://www1.tvbs.com.tw/FILE_DB/PCH/201302/ff6iwp752m.pdf
30 台湾電力の資料によると 2018 年以降、第一原発から旧原発は順番に廃炉し、現在稼動している中で最新の第三原発の2号機は

2025 年に廃炉予定となっている。参考「核四若停電 2018 年恐限電」『聨合報』（2013 年3月2日）頁3。
31「廢核大遊行 素人上街新頁」『聨合報』（2013 年3月 10 日）頁1、「20 萬人 上街喊廢核」『自由時報』（2013 年3月 10 日）頁1、
「全台大遊行 22 萬人喊廢核『這就是民意』」『蘋果日報』（2013 年3月 10 日）頁1。

32 「反核 20 萬人站出來」『中国時報』（2013 年3月 10 日）頁1。
33 通称「博愛特区」と呼ばれ、総統府をはじめ台北市中正区の国防部、外交部、最高裁判所など政府機関が集結している首都の核

心地域を指し、日本では霞ヶ関に相当する。
34 「藝人嗆政府：不要核四拼裝車」『中国時報』（2013 年3月 10 日）頁3。
35 「蘇嗆江揆：應主動停建核四」『自由時報』（2013 年3月 10 日）頁6。
36 総統府ホームページ「總統府回應廢核遊行」（2013 年3月9日）http://www.president.gov.tw/Default.aspx?tabid=131&ite-

mid=29349&rmid=514
37 中国国民党ホームページ「核四公投是穩健減核與立即廢核的選擇」（2013 年3月 10 日）http://www.kmt.org.tw/page.aspx?

id=32&aid=9635
38 「公帳喝花酒案定讞 顏清標失立委資格」『聯合報』（2012 年 11 月 29 日）頁1。
39 「顏清標被解職 顏寬恆代夫出征選立委」『聯合報』2012 年 11 月 30 日、頁6。
40 中国国民党ホームページ「中常會通過提名顏寬恒參選台中市第二選區立委補選」（2012 年 12 月 19 日）http://www.kmt.org.

tw/page.aspx?id=32&aid=8298
41 民主進歩党ホームページ「民主進步黨第十五屆第三次中執會新聞稿」（2012 年 12 月 17 日）http://www.dpp.org.tw/news_con-

tent.php?&sn=6398
42「台中立委補選 顏寬恆險勝 綠小輸 1138 票」『自由時報』（2013 年1月 27 日）頁1、「顏寬恆險勝 1138 票」『中國時報』（2013 年

1月 27 日）頁1、「中市立委補選 顏寬恆 1138 票險勝」『自由時報』（2013 年1月 27 日）頁1
43 中央選挙委員会ホームページ「第8屆立法委員臺中市第2選舉區缺額補選選舉結果」（2013 年1月 26 日）http://web.cec.gov.

tw/files/15-1000-20481,c4133-1.php
44 中国国民党ホームページ「台中市立委補選結果 顏寬恒勝出 曾副主席感謝鄉親支持國民黨 新增立院生力軍」（2013 年1月 26

日）
http://www.kmt.org.tw/page.aspx?id=32&aid=8852

45 民主進歩党ホームページ「『改革的列車會繼續前進』-對台中市二選區立委補選結果的回應」（2013 年1月 26 日）http://www.dpp.
org.tw/news_content.php?&sn=6458

46 「父子抗一黨 馬猶如人間蒸發」『聯合報』（2013 年1月 27 日）頁3。
47 「馬執政失敗 顏家失票主因」『自由時報』（2013 年1月 27 日）頁4。
48 「鐵票沒出來 未來有苦頭吃」『自由時報』（2013 年1月 27 日）頁4。
49 「民進黨：在台中 看見翻盤的希望」『中国時報』（2013 年1月 27 日）頁2。
50 総統府ホームページ「總統主持中華民國 102 年開國紀念典禮暨元旦團拜」（2013 年1月1日）http://www.president.gov.tw/

Default.aspx?tabid=131&itemid=28941&rmid=514
51 「『送媽祖到釣魚台』日艦噴水阻曉」『聯合報』（2013 年1月 25 日）聯1。
52 「釣魚台風雲再起 台日中首度會師」『中国時報』（2013 年1月 25 日）聯1。
53 「日艦水柱強攻 毀了媽祖神龕」『中国時報』（2013 年1月 25 日）聯3。
54 「日暗示漁業會談恐延期」『聯合報』（2013 年1月 25 日）聯6。
55 「全家福號挺進釣島 台日艦護噴水」『自由時報』（2013 年1月 25 日）聯2。
56 「我宣示主權 大陸冷處理」『中国時報』（2013 年1月 25 日）聯3。
57 民主進歩党ホームページ「蘇主席將訪日開展民主繁榮和平之旅」（2013 年1月 28 日）http://www.dpp.org.tw/news_content.php?

&sn=6460
58 民主進歩党ホームページ「民主進步黨訪日『民主和平繁榮之旅』今日啟程」（2013 年2月3日）http://www.dpp.org.tw/news_

content.php?&sn=6471
59 民主進歩党ホームページ「蘇貞昌與日僑餐敘感謝過去支持 期許未來共同打拚重返執政」（2013 年2月3日）http://www.dpp.

交流 2013.3 No.864

― 55 ―



org.tw/news_content.php?&sn=6472
60 民主進歩党ホームページ「蘇貞昌：強化民主同盟，維持區域安全與繁榮」（2013 年2月4日）http://www.dpp.org.tw/news_

content.php?&sn=6473
61 民主進歩党ホームページ「感謝增進台日關係，蘇主席拜訪日華懇議員」（2013 年2月4日）http://www.dpp.org.tw/news_

content.php?&sn=6474
62 民主進歩党ホームページ「與岸信夫等自民黨議員共進早餐，蘇主席：強化與日新生代議員交流」（2013 年2月5日）http://www.

dpp.org.tw/news_content.php?&sn=6475
63 民主進歩党ホームページ「蘇主席：台日關係情同手足，盼和平對話弭平紛爭」（2013 年2月6日）http://www.dpp.org.tw/

news_content.php?&sn=6476
64 「台日協商釣島漁権 蘇：不讓他國見縫插針」『自由時報』（2013 年2月7日）頁6。
65 民主進歩党ホームページ「參訪江戶川市民發電所，蘇主席籲國人踴躍連署公投，實現非核家園」（2013 年2月7日）http://www.

dpp.org.tw/news_content.php?&sn=6479
66「TPP 議題 美日峰會獲進展」『自由時報』（2013 年2月 24 日）頁2、「美日聯合聲明TPP 談判各取所需」『聯合報』（2013 年2月

24 日）頁3、「談 TPP 不必關稅日意願大增」『中国時報』（2013 年2月 24 日）頁3。
67 「華府演說緊握拳頭 安倍：找回強大日本」『聯合報』（2013 年2月 24 日）頁1。
68 「安倍：不容武力改變釣魚台現狀」『聯合報』（2013 年2月 24 日）頁3。
69 「新華社暗批日方要回到軍國主義？」『聯合報』（2013 年2月 24 日）頁3。
70 「安倍猛講釣島 歐巴馬惦惦」『中国時報』（2013 年2月 24 日）頁1。
71 「安倍：我回來了，日本亦如是」『中国時報』（2013 年2月 24 日）頁3。
72 「安倍：盼有機會和習近平見面」『自由時報』（2013 年2月 24 日）頁2。

交流 2013.3 No.864

― 56 ―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


